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騒音の社会反応の測定方法に関する国際共同研究

一一日本語のうるささの程度表現語の妥当性と質問文の作成一一
*
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[要旨]IcBEN Team 6が 提案する方法に従って種々の言語間で比較可能な騒音のうるささに関する 5
段階の尺度 (「非常に」,「だいぶ」,「多少」,「それほど…ない」,「 まったく…ない」)を構成した。この実験
に用いた 21の言葉や尺度に選ばれた五つの言葉が普段人々が騒音のうるささの程度を表すのによく使うか

どうかを調査し, これらの言葉は人々がよく使うことを確認した。また,ICBEN Team 6が 提案している
騒音のうるささに関する英語の質問文とほぼ等価な日本語の質問文を作成した。その際,英語の質問文の翻
訳・逆翻訳に関する調査結果及びうるささの概念に関する既往の研究結果を基に,英語の“bothers, dis‐
turbs or annoyゞ 'に相当する日本語として「悩まされる,あ るいは, じゃまされる, うるさいと感じる」を
当てることにした。

キーワード うるささ,程度表現語,社会調査,質問文
Annoyance,Modiners,social survey,Question wording
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1. `ま じ め に

ICBEN (International Comlnission on Bio10gical

Effects of Noise)Team 6(Community Response to

Noise)は各言語圏で同一方法を用いて,異種の言語

間で比較可能な騒音のうるささに関する尺度を構成す

るための国際共同研究を実施 した。その一環 として,

筆者 らは日本の様々な地域における幅広い年齢層の被

験者 1,102名 を対象 とした実験 を行った。その実験

は, うるささの程度が最小から最大までほぼ等間隔と

なるような 5段階尺度 と4段階尺度のそれぞれの段階
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にあらかじめ選んだ 21の程度表現語から適当な言葉

を選択すること,及び 21の程度表現語の強さの線分

評価からなる。その結果をICBENで提唱された統計
的な選択手順を適用して,「ブF常に」,「だいぶ」,「多

少」,「それほど・…ない」,「まったく…ない」という 5

段階の尺度を提案した[1]。

この尺度を騒音の社会調査で広く用いられるように

するためには:1)選ばれた言葉の年齢層間・地域間の

差,2)尺度構成の実験に使用した 21の言葉の選択の

妥当性,3)他の言語 (特に英語)の尺度との等価性を

検討し,4)ICBENに よって提案された英語の質問文
と等価な日本語の質問文を作成しなければならない。

このうち 1)の年齢層間・地域間の差は別途検討した

[2]。

ここでは尺度構成の実験に使用した 21の言葉やそ

こから尺度のカテゴリに採用された五つの言葉を人々

が普段の生活でよく使うかどうかを検証するための調

査,及び尺度に使われる言葉の語義と強さについて考
察を加え,更にICBENで提唱されている英語の質問
文の翻訳・逆翻訳に関する調査結果を考慮して,騒音
のうるささ (annoyance)に 関する日本語の質問文を

提案する。

2.騒音のうるささを表すのに普段使用する

程度表現語に関する調査

2.1調 査 概 要
調査に先立って,辞書や程度表現語に関する文献
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[35]か ら,尺度構成の実験に使用した 21の程度表現
語
｀
を含む騒音のうるささの程度を表す 100種類の言葉

を選び出した (表 2)。 これらの言葉から回答者に普

段の生活で騒音のうるささの程度を表すのによく使う

言葉を選び出させ,社会調査で広く用いられる尺度に
つけられる言葉としての妥当性を検討するためのアン

ケート調査を行った。アンケートの内容は以下のとお

りである。

(1)調査の目的が「騒音のうるささ」の程度を波1
るときに用いる言葉の選択であることを教示する。

(2)回答者の年齢や性別,在住都市,国籍等の個
人的な属性を尋ねる。

(3)表 -2の 100種類の中から被験者が普段の生
活で騒音の程度を表すのによく使う言葉を最大 20個

まで選ばせる。その際,回答者には次のことを考慮さ

せる。

① 回答者はうるささの程度が高。中・低の広範囲
に及ぶように言葉を選ぶ。

② 必ずしも各程度の表現語を同数ずつ均等に選ぶ
必要はなく,20個すべてを選ぶ必要もない。

③ 自分の言語感覚に従ってよく使う言葉を選ぶ。
④ どうしても20個に絞り込むことができなけれ
ば,40個 まで選んでもかまわない。

2.2 被 験 者
尺度構成の実験と同様に,ア ンケートの回答者は日

本の 4地域の五つの年齢層にわたる 913名の人々を対

象とした。回答者は学生や筆者らの親戚,隣人,友

人,更にこれらの方々を介して依頼した人々であり,
その年齢層と住所,性別構成を表-1に 示す。ただし,

被験者は 5段階尺度を構成するための実験 [1]を経験
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していない人々であり,尺度の構成に使用した 21の
言葉に対する先入観はない。

2.3 結果と検討

100の程度表現語のおのおのについて人々に選択さ

れた度数とその割合を,多 く選択された順に表-2に

示す。尺度構成の実験に使用した 21の言葉には網掛

けを施し,尺度に選ばれた五つの言葉には囲み線で示
してある。

第一に,5段階尺度の程度表現語として選ばれた五
つの言葉はすべて上位 3割以内に入っており,選択度
数の割合は 22.8～ 55.0%で ある。尺度構成の実験に

用いた 21の言葉のうち「わずかに」は,程度・度合
いの少ないさまを表し,「わずかにうるさい」という

表現は文法的には誤りではないが,慣用的にあまり使
用しないようである。「わずかに」を普段使用すると

答えた人の割合はわずかに3%(選択順位 87位)で
あり,ほ とんど使われない。他の言葉は 50位以内に

入っており,筆者らが選んだ 21の言葉の選択が妥当
であることを示している。

尺度構成の実験結果 [1]で は最上位のカテゴリ5の

言葉として「非常に」が選ばれたが,そ の強さと好ん

で使われる頻度 (preference)は 「きわめて」よりも

わずかに優れていた。今回の調査で も「非常に」

(55%)が 「きわめて」(10%)よ りも日常生活でよく

使われていることを示しており,「非常に」が社会調

査において最上位の言葉としてふさわしいことを補強

している。

表 2では「かなり」 (83%)は 最も多く選択されて

いるが,5段階尺度のカテゴリ4の言葉としては以下
の二つの理由で適切ではない。1)「かなり」の強さは

表 1 被験者の年齢層・地域ごとの性別構成

地域  世代 20代 30代 40代 50代  60代以上  全世代

北海道 男

女

計

76

20

96

12

10

22

17

20

37

17

26

43

12

12

24

男

女

計

東関 1

1

2

20

26

46

13

18

31

12

16

28

11

12

23

57

73

130

近畿 160

28

188

17

13

30

226

84

310

男

女

計

6

5

11

21

18

39

男

女

計

九 77

19

96

15

32

47

17

37

54

15

17

32

9

13

22

133

118

251

314

68

382

61

73

133

550

363

913

男
女
舒

53

73

126

69

95

164

53

55

108

全地域
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表 2 程度表現語の選択度数

順 位 程度表現語

選択

度数

(人 )

駅
船
∽

位贋獣船
∽

程度表現語

選択

度数

(人 )

順位

選択 選択
程度表現語   度数 割合

(人)(%)
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

45

46

29

28

32
3.1

"|■

1'141挙|||
けつこううるさい

.す|ご|||,1411111
全然うるさくない

めちゃくちゃうるさい

ちょつとうるさい

省よ線
=ものすごくうるさい

常,こう|る|さい

そ|う|どう|う|る |さ■ヽ

そ|れ |ほ |どう|る|さ|ぐ|なヤ

=■'4■
■

やたらうるさい

籍 凝 :,彗 |
とにかくうるさい

だ●ヽぶう|る|ざい

さほどうるさくない

少しもうるさくない

ちっともうるさくない

矢浚:う|る|ヽ||=11
ぐ|う||る|さ|ぐ|な,

ただでさえうるさい

あまりにもうるさい

じつにうるさい

10●|||1411111
1=|と|んだつ|る |さ |ぐ|な,'
ずいぶんうるさい

1少う|る|さ||ヽ

35 1比較1的|う|る|さ |||||

36 よけいうるさい
37 なんてうるさい
38 おもいきりうるさい
39 少しはうるさい
40  それでなくともうるさい

41 よっぽどうるさい
42 わりにうるさくない
43  111、

|う|||ラ141゛ |||

44 ひとつもうるさくない
それにしてはうるさい

ちっとうるさい

|き|わ|め|て

'|る

|さ||
若干うるさい

そこそこうるさい

ちょっぴりうるさい

|や
|や
:つ|`|||||||

なんとうるさい

とてつもなくうるさい

とんでもなくうるさい

十分うるさい

ことのほかうるさい

いささかうるさい

強烈にうるさい

69 はなはだうるさい
70 あまりにうるさい
71 極端にうるさい
72  なんといってもうるさい

73 さしてうるさくない
74 もうれつにうるさい
75 ただうるさい
76 いっこうにうるさくない
77 たいそううるさい
78 むやみにうるさい
79 心持ちうるさい
80 いかにもうるさい
81  それにつけてもうるさい

82 よほどうるさい
83 いたってうるさい
84 いくぶんうるさい

85  ンヽミら,まうにうるさい

86 いちじるしくうるさい

87  1た|デカ,,こ |う|る|さ||ヽ

757  82.9

670  73.4

644  70.5

587  64 3

580  63.5

532  58 3

528  57 8

509  55 8

508  55 6

502 651‐
‐

501  54.9

482  1512113

180  19 7

160  17 5

157  17 2

143  15 7

139  15 2

136  14 9

134  14.7

131  14 3

121  13 3

110  12

107  11 7

95  10.4

92  10 1

92  10 1

89   9 8

88   9 6

81   8.9

80   8 8

78   8 5

63   6 9

63   6.9

62   6.8

62   6.8

59   6.5

57   6 2

56   6 1

56   6 1

56   6.1

51   5 6

50   5 5

47   5 2

46   5.0

46   5 0

41   4 5

38   4.2

35   3 8

32   3 5

31   3.4

30   3 3

426

426

402

387

368

350

307

279

264

262

256

247

46 7   47

46.7   48

44     49

42 4   50

40.3   51

38 3   52

33161   53

30 6   54

28 9   55

28.7   56

28     57

'17=11   58

78   8 5   88

76   8 3   89

73   8     90

66   7 2   91

66   7.2   92

28   3 1

27   3 0

26   2 9

25   2.7

25   2 7

24   2 6

24   2 6

23   2 5

22   2 4

22   2 4

20   2 2

19   2.1

19   2.1

17   1 9

16   1 8

14   1.5

12   1 3

10   1 1

9 1.0
どちらかというとうるさい  197  216

少々うるさい   194 212
いいかげんうるさい 188 20.6

59 そんなにうるさい
60 むしろうるさい
61 すさまじくうるさい
62 もろにうるさい
63 なかなかうるさい
64 わりあいうるさい
65 大いにうるさい

66 少ししかうるさくない
67 うんとうるさい
68 ひときわうるさい

とりわけうるさい

それほどうるさい

なんらうるさくない

ことにうるさい

すこぶるうるさい

93 めったやたらうるさい
94 だんぜんうるさい
95 とびきりうるさい
96 まるっきりうるさくない
97 それだけうるさい
98 少しでもうるさい
99 ばつぐんにうるさい
100 少なからずうるさい

全表現語の平均

241  26.4

231  25.3

223  24.4

217  23 8

210  23

209  22.9

208  12121,18

169  18.5

年齢層間の差が特に大きい[2]。 2)5段階尺度のカテ
ゴリ4の言葉としては強すぎる[1]。 すなわち,う る

ささの最大値を100と すると5段階尺度の基準値は

1007550-25-0と なるのが理想的であり,「かなり」

の強さ84は カテゴリ4の基準値 (75)と 上ヒベて大きい。

日本語ではすべての基準値に一致する言葉を見出すこ

とはできなかったが,強さだけでなく好んで使われる

頻度等を考慮して「非常に」 (94),「だいぶJ(75),

「多少」 (45),「それほど…ない」 (21),「まったく…

ない」 (1)が尺度に最も適 した言葉 として選ばれた

[1]。

「だいぶ」は選択順位 19位で 34%の人々が普段よ

く使うと報告しており,騒音のうるささの程度を表す

言葉として広く使われていることが分かる。「だいぶ」

は尺度の基準値とほぼ等しく,人々の日常生活での使
用頻度も高いため,尺度の言葉として適切であると考
えられる。

「多少」 (23%)は「比較的」 (20%)よ りもわずか

に多く使われているが,大 きな違いはない。「それほ
ど…・ない」 (53%)|ま 「あまり…・ない」 (56%)よ りも

わずかに使用頻度が小さいが,よ く使われる言葉であ

る。尺度構成の実験では言葉の平易さから「まったく

…ない」 (27%)を最下位のカテゴリの言葉 として用
いたが,「全然…ない」 (64%)の方がよく使われてい

るようである。

図 l,2,3は ICBENの手法で構成された 5段階尺
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も小さいが,そ の他の言葉の年齢層間の差は小さい。
地域間で比較すると,関西では「非常に」と「多少」
の使用頻度は小さく,関東では「それほど…ない」の
使用頻度は大きい。

五つの言葉の使用頻度に男女間,年齢層間,地域間
で有意な差があるかどうかを検定するためにχ

2検
定

を行った。男女間には「だいぶ」,「多少」,「まったく

…ない」には有意な差は見られなかったが,他の二つ
の言葉には5%で有意差が認められた。年齢層間と地
域間ではともに「だいぶ」だけに有意な差は見られな

かつたが,他の四つの言葉にはすべて 1%で有意差が
見られた。

この調査の目的は,著者らが選び,騒音のうるささ
の尺度構成の実験に用いた 21の言葉が普段人々が騒

音のうるささを表すのによく使う言葉であるかを確認

することにある。たとえ,地域間,年齢層間で使用頻
度に有意差がないとしても,使用頻度そのものが小さ
ければ,尺度に用いる言葉としては適切ではない。例
えば,表 -2の「うんと」や「とびきり」の指摘割合
は地域間や年齢層間に有意差はないが, これらの言葉
の使用順位は 100語中 67位 と95位でほとんど使われ

ていない。地域間や年齢層間で多少ばらつきがあって

も,全体として使用頻度が大きいことが特に重要であ
る。尺度に選ばれた「非常に」,「だいぶ」,「多少」,

「それほど…ない」,「 まったく…ない」のうち「だい

ぶ」以外の言葉には年齢層間と地域間で使用頻度に違

いが見られるものの,普段人々が日常生活でよく使う

言葉であることが明らかとなり,社会調査で使うには

適していると言えよう。

3.尺度 に使われ る言葉の語義 と強 さ

5段階尺度の最上位カテゴリ5の言葉として「非常

に」と「きわめて」はほぼ同義であり程度のはなはだ

しいさまを表している。次のカテゴリ4に は一般に

「かなり」がよく使われる。「かなり」は『非常にとま

ではいかないが,並み一通 りを越える程度であるこ
と』[6]や 『極端ではないが,並の程度を超えている
さま』[7]と いう意味であり,一般的な語義からは 5

段階尺度のカテゴリ4にふさわしい言葉である。しか

し,線分による強さの評価実験の結果[1]か ら「かな
り」は「とても (程度のはなはだしいさま)」 と同じ

強さ (最大の強さを100と した場合 84)を有してお

り,一般的な語義よりも強い程度を表す言葉として日

常生活では使われているようである。年齢層ごとに見

ると60代以上では「かなり」の強さは 77であるが,

20代では 88であり,年齢層間の差が大きい。『かな

りに酔う』など悪い意味で用いられる際には『相当は
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図-l ICBENの手法で構成 された 5段階尺度 に選ばれた
言葉の日常生活での使用頻度の男女間の比較
**:1%で

有意,*:5%で有意,n.s:5%で有意でない

蛸
ノ
′

（Ｓ
）
、
９
目
０
目
び
■
「
ｏ
＞
”一に
「
“

mattaku sorehodo  tashO   daibu   hJoni

ⅣIodirler

図 2 1CBENの 手法で構成された 5段階尺度に選ばれた
言葉の日常生活での使用頻度の年齢層間の上ヒ較
**:1%で

有意,*:5%で有意,n.s.:5%で有意でない

―
Kyushu

一□―Kinki    **
‐‐
2ゞ・ Kanto      。△

mattaku sorehodo tashO   daibu  hjoni

Ⅳbdirler

図-3 1CBENの手法で構成された 5段階尺度に選ばれた
言葉の日常生活での使用頻度の地域問比較
**:1%で

有意,*:5%で有意,n.s:5%で有意でない

度に選ばれた五つの言葉の使用頻度を男女間,年齢層

間,地域間で比較 したものである。「非常に」 と「そ

れほど…ない」の女性の使用割合は男性よりも大きい

が,他の言葉には男女間の差はほとんどない。20代
の「非常に」 と「多少」の選択割合は他の年齢層より

（
Ｓ

）
ぉ
り
目
∽
０
●
げ
０
と

ｏ
＞
暉↓
●
ｏ
“



騒音の社会反応の演1定方法に関する国際共同研究

なはだしい程度に達している状態』[8]を指しており,

程度のはなはだしい状態を表すこともある。

「だいぶ」は『思ったよりも数が多かつたり,並の

程度を超えているさま』[7]を指し,「かなり」とほと

んど同義である。線分評価 [1]で は語義通りに理想的

な値 (75)を示している。「かなり」が平均を超えたあ

る程度を示すのに対して,「だいぶ」は『だいぶ気温

が下がってきた』のように進行している事柄で更に程

度が進む場合の表現に適している[7]。 しかし,『今

日はだいぶ寒い』のように定常な状態を表すのにも使

われ,前章の普段使用する程度表現語に関する調査結

果に示されているように,「だいぶ」が日常生活で騒

音のうるささの程度を表すのに高頻度に使われること

と矛盾しない。また,『「そうとう」は「かなり」や

「だいぶ」と同じように使われるが,よ り程度が上回

っている感じがある』[7と 述べられているように,語
義からは「そうとう」の強さは「かなり」よりもわず

かに大きい。しかし,線分評価の結果[1]か らは現代
の人々の印象としてうるささに関しては「そうとう」

(85)と 「かなり」 (84)は 同程度であるが,「だいぶ」

(75)は これらより程度が小さいと考えるのがよさそう

である。

「多少」は副詞として使われるときには,『いくら

か,少 し』という意味であるが,名詞として使われる
ときには『多少にかかわらず』のように多いことと少

ないことを表し,ち ょうど中間を暗示しているようで

ある。線分による強さの評価実験で「多少」の強さは

45であり,尺度の中間値である 50に近い値を示した
のは特に若い年齢層で名詞としての意味が影響したの

かも知れない。他の下位二つのカテゴリの言葉,「そ

れほど…ない」と「まったく…ない」,の強さはそれ
ぞれ 21と 1である。

ICBEN Team 6に よる方法に従って構成した英語
の尺度には“Extremely,Very,Moderately,Slightly,

Not at all"が 選ばれた。これらの言葉の強さは最大

値を100と するとそれぞれ,95,76,44,15,1であ
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る[9]。 Levine[10]の 調査結果を基 に“Extremely,

Very,MOderately,Slightly,Not at all"と いう五つの

言葉の強さを0か ら100の値に換算すると,それぞれ
94,83,43,27,2と なり,尺度化の方法が異なるも
のの英語圏で行われた ICBENの英語の実験結果とほ
ぼ同様の値を示している。

“Extremely''は ``to the uttermost degree: in or

with a very great degree Of sOme quality"[11]で あ

り,尺度の最上の言葉として最適である。この日本語
訳 としては一般に「極端に,き わめて,は なはだし
く」が使われ,国語として「とても,非常に」が用い
られる。

“ヽrery"は “in a high degree or measure; to a

great extent; exceedingly, extremely, greatly" と

“extremely"と ほぼ同義で使われるが,程度が小さい

ようである。その日本語訳 として「非常に, とても,

たいへん,き わめて」が当てられているが,一般に
「非常に」が最もよく用いられているようである。も

し,日本語と英語でうるささの最大の程度が同じであ

れば,“ extremely"の 強 さ(95)と “very"(76)は 日

本語の「非常に」 (94)と 「だいぶ」 (75)と良く対応し

ている。日本語と英語でうるささの最大の程度が同じ

であるかどうかを検討するためには,別途研究が必要
であるが,騒音のうるささに関して“very"の訳とし
て「非常に」は必ずしも適切ではないかも知れない。

“ゝ4oderate''は ``of medium or rniddling quantity,

quality,dze or extent"を 意味し,程度の中間を表す
のに適 した言葉である。

4.騒音の うるささに関する英語の標準質問の

翻訳 と逆翻訳に関する調査

ICBEN Team 6は 表-3に示す二つの質問を社会調
査で使用することを推薦している。この質問文で

“Extremely,ヽrery,Ⅳloderately,Slightly,Not at an"

に相当する日本語はこれまでの検討から「非常に」,

「だいぶ」,「多少」,「それほど…ない」,「 まったく…

表-3 1CBEN Team 6に よって提案された騒音の annoyanceに 関する英語の質問文

BOX#4:BASELINE ENGLISH VERS10N
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ない」として問題ないように思われる。しかし,他の

言語と比較可能な質問文を作成するためには,質問文
の他の言葉特に“bothers,disturbs or annoys"に相当

する言葉を見出さなければならない。そのために表 3

の ICBEN Team 6に よって提案された英語の質問文
の翻訳更に逆翻訳に関する調査を実施した。

4.1 調 査 票
調査票はICBEN Team 6の Fieldsが中心となって

作成され,4ページからなる。調査票の 1ページロで
は,研究の背景と調査用紙記入の手順・注意事項など

が掲載されている。調査の目的は,社会調査で「騒音

のうるささ」の程度を尋ねるときに用いる質問文を作

成することである。2ページロでは回答者の属性が尋

ねられる。

3ページロにはBOX#1～ #3の三つの BOXが提示
されている。4ページロには BOX#4～ #7が掲載され

ている。BOX#2を 完成させるまで 4ページロを開い

てはいけない。

BOX#1に は表 4に示すような暫定的な日本語版が

提示される。この暫定的な質問文では“bothers, dis‐

turbs or annoys"の 訳として,「 うるさい」を用いた。

「うるさい」は過去の日本の調査票では多 く使われ

[12],日 英のバイリンガルを対象としたうるささの程

度表現語に関する調査 [13]で騒音の有害な影響を表す

のに最もよく選ばれたからである。

BOX#2は 空欄であ り,次 のページを見ないで

BOX#1の 暫定的な日本語版を英語へ訳すことが要求
されている。BOX#3も 空欄であり,次 のページの

BOX#4(英 語の質問文)を 参考 として,初期翻訳
(BOX#2)を再検討・修正し,最良の英語の翻訳を

記すことが求められる。

4ページロの BOX#4は 表-3に示す ICBEN Team

6に よって提案された英語の質問文であり,BOX#5
には BOX#1と 同じ暫定的な日本語版が提示されて
いる。BOX#6は空欄であり,表 -3の英語の質問文
に対する最良の日本語訳を記入することが求められ

日本音響学会誌58巻 3号 (2002)

る。最後の BOX#7は 自由意見である。なお,回答
者は辞書を用いずに答えるように要求された。

4.2 被 験 者
本調査の回答者は英語と日本語両方に精通した人で

なくてはならない。今回の回答者は英語がたんのうな

大学の関係者や海外の経験が長い会社員など 13名で

ある。.職業に関する質問では,音響技術者が 4名でそ
の他が 9名 (会社員,構造工学技術者がそれぞれ 2
名,主婦,建築家,環境衛生の技術者,音楽家がそれ
ぞれ 1名 ,無回答 1名 )であった。
4.3 結果と検討

質問文の作成において,“ bOthers,disturbs or

annoys"の訳が重要である。被験者はこの翻訳に 1な

いし3個の日本語を当てており,合計 22個の言葉を

収集することができた。BOX#6の質問文から,こ の

表現語だけ抜き出したものを表 5に示す。日本語で

は,「うるさい」と訳した者が 8名 と最も多 く,続 い

て「悩まされる」が 6名 ,「わずらわされる」が 2名 ,

「迷惑に感じる」,「いらだたせる」,「じゃまされる」,

「妨害する」等が各 1名 となっている。“bothers,dis‐

turbs or annoys''は 「うるさい」という主に音響的な

不快感,「悩まされる」,「わずらわされる」,「迷惑に

感じる」といった迷惑感,「じゃまされる」,「妨害す

る」といつた邪魔・妨害感を表す言葉として翻訳され

表-5  “botller, disttlrb and

annoy''の 翻訳

訳語 度数

うるさい

悩まされる

わずらわされる

迷惑に感じる

いらだたせる

妨害する

じゃまする

気になる

影響を受ける

8

6

2

1

1

1

1

1

1

表-4 英語の質問文に対する暫定的な日本語版

BOX#1:PROPOSED」APANESE VERS10N

QV:過去 (12か 月くらい)を振り返って,あ なたはご自宅で (何々)騒音をどの程度うるさいと感じ
ておられますか。

“非常にうるさい,だいぶうるさい,多少うるさい,それほどうるさくない,ま ったくうるさくない"

QN:次 は,あ なたがご自宅におられるときに (何々)騒音がどの程度うるさいかを示すための 0か ら
10ま での数字の尺度です。もし,あなたが「まったくうるさくない」と感じるなら0を選んでくださ
い。「非常にうるさい」と感じるなら10を選んでください。うるささの程度がこれらの間のどこかに

あれば,0か ら10ま での適当なある整数を選んでください。過去 (12か 月くらい)を振 り返って,あ
なたは御自宅で (何々)騒音をどの程度うるさいと感じておられますか。



騒音の社会反応の浪l定方法に関する国際共同研究

ている。

annoyanceの 訳に「うるささ」を当てている文献

[14]も あるが,annOyanceを 妨害・迷惑 としている

もの[15]も あり,annOyanceの 訳 として広 く合意さ

れた日本語はない。そのため annoyanceの概念を明

確にするために種々の検討が行われてきた。

難波 [16]は noisinessを 音そのものに付随した不快

感 (喧喋感)と し,annOyanceを 様々な活動ややす

らぎ,安眠に対する邪魔感とする立場をとり,多 くの

研究をレビューしてこれらの心理的な概念の違いを明

らかにしようとしている。そのなかで現在のような国

際化した世界では,異なる言語間でなるべく共通の意

味を持つ言葉を使用することが必要であると言及して

いる。また,長田[17]は専ら語義の観点から「うるさ

さ」の意味を歴史的に考察し,annoyanceと の共通

性を検討した。「うるささ」は本来は迷惑感,邪魔感 ,

煩わしさの意味であり,annoyanceと 類似した言葉

であるが,現在では音響的な影響だけを示す「やかま

しさ」とまぎらわ しい使われ方をしているため

annoyanceの 訳語 として良 くないと述べている。

Guskiら [18]は 騒音の annoyanceの 定義をレビュー

し,7カ 国の騒音研究者に annoyanceと 36種類の類

義語との類似性を調査した。各言語間で違いが見られ

るものの,annoyanceと 最も類似しているのは nui―

sance(迷惑)と disturbance(妨 害)で あるとして

いる。

翻訳・逆翻訳の調査結果及び難波,長田,Guskiら
の所見を考慮すると,annOyanceの 内容を的確に表

現するためには“bothers,disturbs or annoys''の ヨ民と

して,単に「うるさい」とするのではなく,迷惑や妨

害感の意味も含めて「悩まされる,あ るいは,じゃま

される,う るさいと感じる」と併記するのが適当であ

ろう。表-6に ICBENに よる英語の質問に対応する

日本語版を示す。これをICBENに よる英語の質問文
とほぼ等価な日本語の質問文として提案したい。
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5。 お わ り に

ICBEN Team 6に よって提案された方法で構成さ

れた 5段階の標準尺度に使われている言葉 (「非常

に」,「だいぶ」,「多少」,「それほど…ない」,「 まった

く…ない」)を普段人々が使用しているかどうかを調

査し,言葉の語義から検討を加え,各言語間で比較可

能な尺度としての妥当性を検証した。また,ICBEN
Team 6に よって提案された英語の質問文の翻訳と逆

翻訳を行い,騒音の心理的属性に関する議論も考慮し
て,“bothers,disturbs Or annoys"の 訳として「悩ま

される,あ るいは,じ ゃまされる,う るさいと感じ

る」を当て, 日本語の質問文を提案した。

多大の時間と労力を要する社会調査のデータを有効

に利用し,普遍的な知見を得るためにはその相互比較
が不可欠である。精度良く社会調査データを比較する

ためには共通の尺度とそれを用いた共通の質問が普及

することが望まれる。本研究はそのための第一歩であ

る。

ここで提案した尺度や質問文が国際的に普及しても

なお重要な問題が残されている。環境基準等を策定す

る際には LAeqや Ldnと %highly annoyedの 暴露―反

応関係が用いられるg schultz[19]は先駆的に当時の

社会調査データをレビューして,Ldnと %highly an_
noyedの総括曲線を提案した。彼はその中で%highly

annoyedの 閾値を 11段階尺度の上位 3カ テゴリまた

は 7段階尺度の上位 2カ テゴリに相当する尺度の上位

から27%～ 29%と 定義している。しかし,実際には

尺度に付けられたラベルの意味や強さを考慮して調査

によって上位の 9%か ら50%を %highly annOyedと
して計算している。

異なる尺度で得られた反応を同一の指標で評価する

には常にこのような問題が生 じるため,Miedema
[20]の ように一律 に上位か ら28%を %highly an‐
noyedと して採用する方法もある。ICBENの共同研

表 6 1CBEN Team 6の英語の質問文とほぼ等価な日本語の質問文

QV 過去 (12か 月 くらい)を振り返って,あなたは自宅で… (騒音源を入れる)か らの騒音でどの
程度悩まされる,あ るいは,じゃまされる,う るさいと感じるでしょうか :非常に…,だいぶ
…,多少…,それほど…ない,ま ったく…ない ?

QN 次は,あ なたが自宅で… (騒音源を入れる)か らの騒音でどの程度悩まされる,あ るいは,じ
ゃまされる, うるさいと感じるかを示すための 0か ら10ま での数字で表した尺度です。もし,
あなたがまったくうるさくないと感じるなら0を選んでください。非常にうるさいと感じるな

ら10を選んでください。もし,そ の程度がこれらの間のどこかにあれば,0か ら10ま での数字
のうち適当なものを選んでください。過去 (12か 月くらい)を振 り返って,あ なたが・… (騒音
源を入れる)か らの騒音で悩まされたり,あるいは, じゃまされたり,う るさいと感じる程度
を最も良く表すのは 0か ら10ま でのどの数字でしようか ?
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究で構成 された尺度を使 えば,調査 ごとに%highly
annoyedの 閾値が異なるという問題 は生 じない。し

かしながら,5段階尺度の上位 1カ テゴリを%highly
annoyedと するのか上位 2カ テゴリを当てるのか ,

さらに過去の研究 との整合性を考慮 して Miedemaの

手法に則 って 28%を 採用するのか といった%highly

annoyedの 定義に関 して国際的に合意 してお く必要

があろう。

本研究は鹿島学術振興財団平成 11年度研究助成の

援助によったことを付記する。
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